
13　つる市議会だより

　一昨年度の改正義務標準法により、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に35人に引き下

げられます。小学校の35人学級実施に当たっては、加配定数の振り替えではなく、教職員定数の実質的

な増員により行うことが重要です。また、きめ細やかな指導を継続的に行うためには、35人学級を小学校

だけに留めず、中学校においても実施することが必要です。　

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学び

を実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆた

かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員など、教職員定数改善が不可欠です。

　義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１か

ら３分の１に引き下げられました。厳しい財政状況の中、本市のように独自財源により人的措置を行って

いる自治体も多く、地方自治体の財政を圧迫していることや自治体間の教育格差が生じることは大きな

問題です。子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請で

あり、国の施策として定数改善にむけた財源保障のためにも国庫負担率２分の１への復元が必要です。

　こうした観点から、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体

が計画的に教育行政を進めることができるように、以下の措置を講じられるよう強く要請します。

　一．小学校の35人学級実施に当たっては、加配定数の振り替えではなく、教職員定数の実質

　　　的な増員で行うこと。また、中学校への35人学級を実施すること。

　一．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員などの教職員定数改善

　　　を推進すること。

　一．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに

　　　国負担割合を２分の１に復元すること。

　一．教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　令和5年9月29日

　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　　　

　提出先

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

意 見 書 1 号

つる市議会だより　12

頂いたご意見・ご要望への回答をさせていただきますので、よろしければご連絡先
（住所・氏名・電話番号等）のご記入をお願いいたします。
※ご記入の無い場合、個別のご回答はいたしかねますので、ご了承ください。

ご 住 所

お 名 前

電話番号

年　齢

性　別

１.令和５年４月に執行された「都留市議会議員一般選挙」は、都留市が始まって以来、
初めての無投票選挙（地区選出を除く）となりました。

　このことについて、皆様がお考えになっていること、感じていらっしゃることを
　お聞かせください。

２.市議会へのご意見やご要望をお聞かせください。
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　　　令和5年9月29日

　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　　　
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電話番号
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１.令和５年４月に執行された「都留市議会議員一般選挙」は、都留市が始まって以来、
初めての無投票選挙（地区選出を除く）となりました。

　このことについて、皆様がお考えになっていること、感じていらっしゃることを
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各委員会の審査内容と結果９月
定例会

総務産業建設 常任委員会 ９月２１日　
午前１0時から

付託された議案5件（条例1件、補正予算1件、その他2件、請願1件）について、慎重に審査した結果、
付託議案の全てを原案可決とし、請願については、多数決により、「採択」すべきものとしました。

委員長：志村　武彦　副委員長 ：山口　一裕
委　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤江　喜美子、山本　美正、日向  美徳、宮林   俊

■審査した議案（付託議案）

都留市火災予防条例中改正の件
山梨県東部地域行政不服及び情報公開・個人情報保護
審査会共同設置規約中変更の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 5号 )
変更契約締結の件 (都の杜うぐいすホール大ホール
特定天井及び照明設備改修工事 )
「消費税インボイス制度の2023年 10月からの実施
について再考を求める意見書」を政府に送付することを求める請願書

・議第55号
・議第56号

・議第57号
・議第59号

・請願第3号 
委員会の様子

※議第57号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

社会厚生 常任委員会 ９月２１日　
午後１時30分から

付託された議案5件（条例1件、補正予算1件、事業会計補正予算1件、請願2件）について、慎重に審
査した結果、付託議案の全てを原案可決とし、請願については、請願第1号を「採択」、請願第2号を多
数決により、「不採択」としました。

委員長：小澤　　眞　副委員長：小俣　哲夫　
委　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、奥秋　　保、小林　健太、奥脇　隆夫

■審査した議案（付託議案）

都留市印鑑条例中改正の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 5号 )
令和 5年度都留市介護保険事業特別会計補正予算
(第 1号 )
加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級
の実施、中学校での三十五人学級の実施、教職員定
数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るた
めの請願書
「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の存続を働きかける意見書提出」を政府に送付する
ことを求める請願書

・議第54号
・議第57号
・議第58号

・請願第１号 

・請願第２号

委員会の様子

※議第57号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。
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改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の存続を働きかける意見書

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）の2023年10月からの
実施について再考を求める意見書

2 号意 見 書

3 号

　ウクライナ情勢や深刻な物価高騰により、依然として私たち市民の仕事や生活は厳しい状況であるにも
関わらず、政府は2023年10月より消費税のインボイス制度を導入しようとしています。
　インボイス制度が導入された場合、多くの免税事業者が取引先からインボイスの発行を求められ課税
事業者になることを余儀なくされ、仮に建設業の一人親方がインボイスの登録により課税事業者となった
場合、年収500万円で約18万円もの新たな税負担となります。
　さらに仕入税額控除を行うためには、税率ごとの請求書の仕訳など膨大な実務負担が増えることになり
ます。
　一方、東京商工リサーチの調査では、個人事業者におけるインボイスの登録は３月末時点で約53％と
依然として登録が進んでおらず、十分に周知が行われているとは言い難い状況が実態です。
　政府は、免税事業者の税負担・事務負担を軽減するためとして制度導入から３～６年間の特例措置を
設けたが、制度を複雑化させることで現場ではより混乱することが懸念されます。
　インボイス制度は、建設業、タクシー業界、アニメ業界、声優業界などフリーランスで働いている免税
事業者をはじめ、ほぼ全ての人に影響を及ぼし、このままインボイス制度が実施されれば、多くの事業者
が事業継続の瀬戸際に立たされるだけでなく、地域経済の停滞を引き起こしかねません。
　よって、政府及び国会に対して、消費税・適格請求書等保存方式（インボイス制度）の10月からの実施
について、国に再考することを強く求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　令和5年9月29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　
　
　提出先
　内閣総理大臣  衆議院議長  参議院議長  財務大臣  総務大臣  経済産業大臣

　改正マイナンバー法が６月２日に成立し、2024年秋には健康保険証を廃止して、「マイナ保険証」に一
本化されることになりました。
　現行の健康保険被保険者証の廃止は、マイナンバー法上任意とされているマイナンバーカードの取得の
事実上の義務化であり、現行法上も大きな問題があります。わが国の医療保険制度は、いつでもどこでも
誰でも必要な時に日本国内で等しく医療を受けられる「国民皆保険」制度です。
　様々な理由からマイナンバーカードを取得できない、代替手段たる資格確認書の申請ができない等によ
り、医療機関に罹れない状況になれば、わが国が世界に誇る医療制度は、機能不全に陥ることになります。
　現在、マイナンバーにまつわるトラブルが多発し、窓口対応ではすでに混乱が生じています。医療情報の
トラブルが起き続ければ、国民の命と健康が危険にさらされることになります。
　マイナンバーの利活用に不安を感じている人が7割を超えているという世論調査もある中、強引に進め
れば、混乱を広げる結果になることは明らかです。
　よって、国には一度立ち止まって、制度自体を見直すことを強く求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　令和5年9月29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　
　
　提出先
　内閣総理大臣  衆議院議長  参議院議長  デジタル大臣  厚生労働大臣  総務大臣
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　　　令和5年9月29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　
　
　提出先
　内閣総理大臣  衆議院議長  参議院議長  財務大臣  総務大臣  経済産業大臣

　改正マイナンバー法が６月２日に成立し、2024年秋には健康保険証を廃止して、「マイナ保険証」に一
本化されることになりました。
　現行の健康保険被保険者証の廃止は、マイナンバー法上任意とされているマイナンバーカードの取得の
事実上の義務化であり、現行法上も大きな問題があります。わが国の医療保険制度は、いつでもどこでも
誰でも必要な時に日本国内で等しく医療を受けられる「国民皆保険」制度です。
　様々な理由からマイナンバーカードを取得できない、代替手段たる資格確認書の申請ができない等によ
り、医療機関に罹れない状況になれば、わが国が世界に誇る医療制度は、機能不全に陥ることになります。
　現在、マイナンバーにまつわるトラブルが多発し、窓口対応ではすでに混乱が生じています。医療情報の
トラブルが起き続ければ、国民の命と健康が危険にさらされることになります。
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　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　令和5年9月29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　日向　美徳　
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福
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厚
生
事
業
】

会
計
年
度
任
用
職
員
が
加
入

し
て
い
る
傷
害
保
険
の
補
償

内
容
は
。

労
災
保
険
と
同
じ
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

【
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
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る
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業
】

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
令

和
4
年
の
大
賞
の
内
容
と
実
現
に
向

け
た
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

学
生
ア
パ
ー
ト
の
活
用
を
通

し
て
多
世
代
が
暮
ら
せ
る
よ

う
な
共
同
住
宅
を
テ
ー
マ
に
応
募

さ
れ
た
方
が
最
優
秀
賞
と
な
り
、

既
に
開
業
さ
れ
ア
パ
ー
ト
の
運
営

を
始
め
て
い
る
。

　
な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
度

で
3
回
目
と
な
る
が
、
終
了
後
の

企
業
に
関
し
て
は
、
地
域
再
生
推

進
法
人
が
伴
走
し
、
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

【
葬
祭
費
支
給
事
業
】

複
数
の
課
に
関
わ
る
各
種
手

続
き
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
と

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

死
亡
届
の
手
続
き
は
、
一
覧

表
を
お
渡
し
て
案
内
を
し
て

い
る
。

　「
書
か
な
い
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

た
申
請
書
の
記
入
な
ど
、
な
る
べ

く
書
か
ず
に
済
む
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

【
交
通
安
全
対
策
事
業
】

交
通
事
故
防
止
に
係
る
最
適

な
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
。

現
在
設
置
の
看
板
で
最
も
多

い
も
の
は
反
射
材
つ
き
の
看

板
と
な
る
が
、
大
き
い
も
の
は
通

行
等
に
支
障
も
出
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
全
を
優

先
に
考
え
、
今
後
さ
ら
に
有
効
な

も
の
が
あ
れ
ば
率
先
し
て
使
用
し

て
い
き
た
い
。

【
生
活
困
窮
自
立
支
援
事
業
】

就
労
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
の
実
施
は
行
っ
て
い
る
か
。

就
労
に
至
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
ど
う
い
っ
た
形
で
お
仕

事
を
継
続
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
て
い
る
。

各委員会の審査内容と結果9月
定例会
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所
、参
加
人
数
に
つ
い
て
。

市
内
在
住
の
介
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が
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の
市
民
が
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で
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。
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は
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と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
県
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

【
公
営
住
宅
管
理
事
務
費
】

住
宅
使
用
料
に
お
け
る
滞
納
者

へ
の
対
策
等
に
つ
い
て
。

定
期
的
な
督
促
状
の
送
付
や

連
帯
保
証
人
へ
の
請
求
、
夜

間
訪
問
や
個
別
面
談
等
を
行
う
中

で
、
公
平
性
を
保
つ
立
場
か
ら
厳
し

く
、
ま
た
誠
意
を
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業
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進
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の
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が
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用
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る
。

　
実
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回
数
等
に
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て
は
、
各
学
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長
の
経
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針
の
も
と
定
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て
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る
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め
、
学
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ご
と
に
ば
ら
つ
き
が

出
て
い
る
。
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委員会の様子

決　　算 特別委員会 9月22・25・26日　
午前10時から

委 員 長：鈴木　孝昌　副委員長：山口　一裕
委　　員：小俣　義之、国田　正己、谷垣　喜一、藤江喜美子、小澤　　眞、山本　美正　
　　　　　奥秋　　保、志村　武彦、小俣　哲夫、奥脇　隆夫、宮林　　俊

 

令和4年度　決算状況

一 般 会 計 　　１９２億２，００３万４００円（前年度比2.7％増）

９特別会計　　　 ６４億３，４５０万５,０９５円（前年度比2.1％減）

４企業会計　　    ６５億７，７２１万９,６８１円（前年度比1.8％増）

総決算額　３２２億３,１７５万５,１７６円（前年度比1.5％増）

　令和４年度は、厳しい財政状況の中においても「市債残高の縮減」や「基金積立」など、将来を見据え

た財政基盤の強化に努めた。

　地方公共団体の財政状況を示す代表的な指標である「実質公債費比率」は、前年度から０．６ポイン

ト上昇したが、「将来負担比率」は、前年度に引き続き０（ゼロ）となっており、今後とも、地方債発行額の

平準化や抑制に努め、財政の健全化に取り組み、財政指標を注視する中で適正な財政運営に努めていく。

　また、社会保障費の増加や公共施設の長寿命化計画等による投資的経費の増加等、今後も多額の財

政需要が見込まれるが、「ひと集い 学びあふれる 生涯きらめきのまち つる」の実現に向け、「最少の経

費で最大の効果」が発揮される施策への投資を図りながら、着実に実行していく。

市長あいさつ

付託された認定審査5件について、慎重に審査した結果、審査過程における意見・要望・指摘を、今後
の予算編成・予算執行などに反映されるよう望み、全てを原案どおり認定しました。

■審査した議案（付託議案）

令和4年度 都留市各会計歳入歳出決算認定審査について

令和4年度 都留市水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市簡易水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市下水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市病院事業会計決算認定審査について

・認第1号

・認第2号

・認第3号

・認第4号

・認第5号
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　令和４年度は、厳しい財政状況の中においても「市債残高の縮減」や「基金積立」など、将来を見据え

た財政基盤の強化に努めた。

　地方公共団体の財政状況を示す代表的な指標である「実質公債費比率」は、前年度から０．６ポイン

ト上昇したが、「将来負担比率」は、前年度に引き続き０（ゼロ）となっており、今後とも、地方債発行額の

平準化や抑制に努め、財政の健全化に取り組み、財政指標を注視する中で適正な財政運営に努めていく。

　また、社会保障費の増加や公共施設の長寿命化計画等による投資的経費の増加等、今後も多額の財

政需要が見込まれるが、「ひと集い 学びあふれる 生涯きらめきのまち つる」の実現に向け、「最少の経

費で最大の効果」が発揮される施策への投資を図りながら、着実に実行していく。

市長あいさつ

付託された認定審査5件について、慎重に審査した結果、審査過程における意見・要望・指摘を、今後
の予算編成・予算執行などに反映されるよう望み、全てを原案どおり認定しました。

■審査した議案（付託議案）

令和4年度 都留市各会計歳入歳出決算認定審査について

令和4年度 都留市水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市簡易水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市下水道事業会計決算認定審査について

令和4年度 都留市病院事業会計決算認定審査について

・認第1号

・認第2号

・認第3号

・認第4号

・認第5号
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承認 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　専決処分の承認を求める件(訴えの
提起の件)

承第4号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市印鑑条例中改正の件議第54号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市火災予防条例中改正の件議第55号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　山梨県東部地域行政不服及び情報公開・個
人情報保護審査会共同設置規約中変更の件

議第56号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市一般会計補正予算
(第5号)

議第57号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市介護保険事業特別
会計補正予算(第1号)

議第58号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　変更契約締結の件(都の杜うぐいすホール
大ホール特定天井及び照明設備改修工事)

議第59号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市各会計歳入歳出決
算認定の件

認第1号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市水道事業会計決算
認定の件 

認第2号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市簡易水道事業会計
決算認定の件

認第3号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市下水道事業会計決
算認定の件

認第4号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市病院事業会計決算
認定の件

認第5号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市一般会計補正予算
(第6号)

議第60号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市水道事業会計補正
予算(第3号)

議第61号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市簡易水道事業会計
補正予算(第2号)

議第62号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市下水道事業会計補
正予算(第1号)

議第63号

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　人権擁護委員の推薦について意見を求
める件

諮問第3号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市議会基本条例中改正の件議員提出
議案第2号

採択 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

加配定数の振り替えによらない小学校35
人学級の実施、中学校での35人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための請願書

請願第1号

採択 ○　○　○　○　○　×　ー　×　×　○　○　×　×　○　×　○　
「改正マイナンバー法を見直し、健康保
険証の存続を働きかける意見書提出」
を政府に送付することを求める請願書

請願第2号

採択 ○　○　○　○　○　×　ー　×　×　○　○　×　×　○　×　○　
「消費税インボイス制度の2023年10月
からの実施について再考を求める意見
書」を政府に送付することを求める請願書

請願第3号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

加配定数の振り替えによらない小学校35
人学級の実施、中学校での35人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための意見書

議員提出
意見書第1号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　改正マイナンバー法を見直し、健康
保険証の存続を働きかける意見書

議員提出
意見書第2号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
消費税の適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）の2023年10月から
の実施について再考を求める意見書

議員提出
意見書第3号

（議員別賛否を含む）
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※令和5年9月7日以降分から、遅刻・早退も掲載します。

議 会 日 誌

第55回都留市体育祭り

教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

都留市交通対策推進協議会定期総会

都留・ヘンダーソンビル友好委員会理事会

議会だより編集委員会

姉妹都市締結40周年記念式典

都留・ヘンダーソンビル友好委員会総会

議会改革特別委員会

第37回郡内俳句大会

議会だより編集委員会

リニア中央新幹線建設促進山梨県期成

同盟会総会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会臨時会

水道運営委員会

下水道運営委員会

都留市議会議員行政視察研修（～29日）

議会改革特別委員会

山梨県市議会議長会議長・事務局長会議、山

梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）

主要地方道都留道志線新道坂トンネル事

業計画説明会

第91回都留市町別野球大会開会式

  8日（火）

10日（木）

12日（土）

17日（木）

23日（水）

24日（木）

30日（水）

31日（木）

  5日（火）

  7日（木）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

29日（金）

  1日（土）

  3日（月）

  6日（木）

  7日（金）

14日（金）

15日（土）

19日（水）

20日（木）

24日（月）

27日（木）

  3日（木）

  4日（金）

  5日（土）

  6日（日）

都留市消防委員委嘱状交付式及び第１回

都留市消防委員会

富士・東部広域環境事務組合議会定例会

安全・安心フォーラムつる2023

山梨県高速道路整備促進期成同盟会総会

都留文科大学との意見交換会

リニア・観光振興特別委員会

大月都留広域事務組合議会定例会

都留市環境審議会委員委嘱式及び第１回

審議会

議会だより編集委員会

議会運営委員会、全員協議会、議会改革特

別委員会

9月定例会開会、リニア・観光振興特別委員

会、教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

代表質問、全員協議会、議会運営委員会

一般質問

総務産業建設常任委員会

社会厚生常任委員会

決算特別委員会、議会運営委員会

決算特別委員会、議会運営委員会

決算特別委員会、総務産業建設常任委員会

9月定例会閉会、議会運営委員会、全員協

議会、議会改革特別委員会

7 月

8 月

9 月

（R5.7月～9月）

各会議等における議員の欠席等　日数状況報告
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９月 定例会議決結果9

承認 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　専決処分の承認を求める件(訴えの
提起の件)

承第4号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市印鑑条例中改正の件議第54号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市火災予防条例中改正の件議第55号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　山梨県東部地域行政不服及び情報公開・個
人情報保護審査会共同設置規約中変更の件

議第56号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市一般会計補正予算
(第5号)

議第57号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市介護保険事業特別
会計補正予算(第1号)

議第58号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　変更契約締結の件(都の杜うぐいすホール
大ホール特定天井及び照明設備改修工事)

議第59号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市各会計歳入歳出決
算認定の件

認第1号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市水道事業会計決算
認定の件 

認第2号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市簡易水道事業会計
決算認定の件

認第3号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市下水道事業会計決
算認定の件

認第4号

認定 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和4年度都留市病院事業会計決算
認定の件

認第5号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市一般会計補正予算
(第6号)

議第60号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市水道事業会計補正
予算(第3号)

議第61号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市簡易水道事業会計
補正予算(第2号)

議第62号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　令和5年度都留市下水道事業会計補
正予算(第1号)

議第63号

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　人権擁護委員の推薦について意見を求
める件

諮問第3号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　都留市議会基本条例中改正の件議員提出
議案第2号

採択 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

加配定数の振り替えによらない小学校35
人学級の実施、中学校での35人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための請願書

請願第1号

採択 ○　○　○　○　○　×　ー　×　×　○　○　×　×　○　×　○　
「改正マイナンバー法を見直し、健康保
険証の存続を働きかける意見書提出」
を政府に送付することを求める請願書

請願第2号

採択 ○　○　○　○　○　×　ー　×　×　○　○　×　×　○　×　○　
「消費税インボイス制度の2023年10月
からの実施について再考を求める意見
書」を政府に送付することを求める請願書

請願第3号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

加配定数の振り替えによらない小学校35
人学級の実施、中学校での35人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫
負担制度拡充を図るための意見書

議員提出
意見書第1号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　改正マイナンバー法を見直し、健康
保険証の存続を働きかける意見書

議員提出
意見書第2号

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　
消費税の適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）の2023年10月から
の実施について再考を求める意見書

議員提出
意見書第3号

（議員別賛否を含む）
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※令和5年9月7日以降分から、遅刻・早退も掲載します。

議 会 日 誌

第55回都留市体育祭り

教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

都留市交通対策推進協議会定期総会

都留・ヘンダーソンビル友好委員会理事会

議会だより編集委員会

姉妹都市締結40周年記念式典

都留・ヘンダーソンビル友好委員会総会

議会改革特別委員会

第37回郡内俳句大会

議会だより編集委員会

リニア中央新幹線建設促進山梨県期成

同盟会総会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会臨時会

水道運営委員会

下水道運営委員会

都留市議会議員行政視察研修（～29日）

議会改革特別委員会

山梨県市議会議長会議長・事務局長会議、山

梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）

主要地方道都留道志線新道坂トンネル事

業計画説明会

第91回都留市町別野球大会開会式

  8日（火）

10日（木）

12日（土）

17日（木）

23日（水）

24日（木）

30日（水）

31日（木）

  5日（火）

  7日（木）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

29日（金）

  1日（土）

  3日（月）

  6日（木）

  7日（金）

14日（金）

15日（土）

19日（水）

20日（木）

24日（月）

27日（木）

  3日（木）

  4日（金）

  5日（土）

  6日（日）

都留市消防委員委嘱状交付式及び第１回

都留市消防委員会

富士・東部広域環境事務組合議会定例会

安全・安心フォーラムつる2023

山梨県高速道路整備促進期成同盟会総会

都留文科大学との意見交換会

リニア・観光振興特別委員会

大月都留広域事務組合議会定例会

都留市環境審議会委員委嘱式及び第１回

審議会

議会だより編集委員会

議会運営委員会、全員協議会、議会改革特

別委員会

9月定例会開会、リニア・観光振興特別委員

会、教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

代表質問、全員協議会、議会運営委員会

一般質問

総務産業建設常任委員会

社会厚生常任委員会

決算特別委員会、議会運営委員会

決算特別委員会、議会運営委員会

決算特別委員会、総務産業建設常任委員会

9月定例会閉会、議会運営委員会、全員協

議会、議会改革特別委員会

7 月

8 月

9 月

（R5.7月～9月）

各会議等における議員の欠席等　日数状況報告

小
俣

　
　武

小
俣

　義
之

国
田

　正
己

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

藤
江
喜
美
子

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

奥
秋

　
　保

日
向

　美
徳

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

宮
林

　
　俊

本　会　議

常任委員会

特別委員会

全員協議会

議 員 研 修

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退

欠 席

遅 刻

早 退
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を
活
用
し
た
ご
み
の
分
別
方
法
や
収

集
日
を
簡
単
に
調
べ
る
仕
組
み
の
提

供
。

（
2
）
質
疑

　
　
資
源
ご
み
拠
点
回
収
の
事
業
内
容

と
成
果
は
。

　
　
市
内
2
か
所
に
資
源
ご
み
拠
点
回

収
施
設
を
設
置
し
、
年
末
年
始
を
除
き

24
時
間
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
令
和
4
年
度
は
、全
体
の
47
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
の
施
設
で
回
収
し
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
あ
た
り
、

苦
慮
し
た
点
は
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
分
別
の
方
法
が
変

わ
っ
た
時
が
、一
番
大
変
（
周
知
、対
策
、

指
導
、
徹
底
）
で
あ
っ
た
。

（
3
）
考
察

○
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収
施
設
の
設
置

や
L
I
N
E
を
使
用
し
た
「
ご
み
分
別

ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
本
市

で
も
実
施
で
き
る
。

（
1
）
概
要

令
和
５
年
度 

萩
市
学
校
教
育
基
本
方
針

ふ
る
さ
と
萩
を
誇
り
と
し
、
高
い

志
を
抱
き
、
人
や
社
会
と
積
極
的

に
関
わ
る
子
ど
も
の
育
成

令
和
５
年
度
　
児
童
生
徒
数

　
小
学
生
　
1
千
5
2
7
名
　

　
中
学
生
　
8
7
8
名

 

（
10
年
前
よ
り
小
学
生
約
6
0
0
名
、

　 

中
学
生
約
3
0
0
名
減
）

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
成
果
と
課
題

﹇
成
果
﹈

・
合
同
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
、
中

学
部
教
員
に
よ
る
乗
り
入
れ
授
業
、

高
学
年
児
童
参
加
等
に
よ
る
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
・
軸
が
ぶ
れ
な
い
指
導
に
よ
る
、
生
活

規
律
・
学
習
規
律
の
定
着

・
一
貫
し
た
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
に
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
や
愛
着
の
高
ま
り

・
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
や
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
、
自
己
有
用
感
の
高
ま

り
・
幅
広
い
異
年
齢
集
団
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の

育
成

・
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
小
中
の
垣
根
を
超
え
た
教
職
員

の
意
識
の
向
上
な
ど

﹇
課
題
﹈

・
高
学
年
児
童
の
リ
ー
ダ
ー
性

・
学
校
文
化
の
違
い

　
※
小
中
の
垣
根
を
と
っ
て
い
く
こ
と

　
　 

が
カ
ギ

（
2
）
質
疑

　
　
市
内
全
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
校

と
し
た
理
由
は
。

　
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
著
し
く
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
不
登
校
や
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
、
生
活
規
律
の
育
成
や
学
力

向
上
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
も
多
く

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
地
域
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
の
推
進
を
望

む
地
域
の
思
い
と
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
中
の
つ
な

が
り
や
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
教
育

活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
萩
市
の
学
校
教
育
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
、
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
上
で
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
小
中

一
貫
教
育
の
視
点
や
小
中
の
つ
な
が
り

の
視
点
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
3
）
考
察

○
小
中
一
貫
校
の
導
入
に
は
、
大
変
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
検
証

し
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

○
学
校
を
地
域
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
都
留
市
と
し
て
学
校
を
考
え
る

形
に
し
、
都
留
市
で
し
か
出
来
な
い

「
教
育
首
都
つ
る
」
な
ら
で
は
の
、

各
学
校
に
特
色
を
持
た
せ
た
学
校
の

構
築
を
目
指
せ
な
い
か
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

答 問問

問

問

答

答

答

宇部市リサイクルプラザでの視察の様子

先
人
の
教
え
を
い
か
し
た

志
教
育
、小
中
一
貫
校
に

つ
い
て

研
修
内
容

3

　令
和
5
年
7
月
28
日
（
金
）

〜
山
口
県
萩
市
〜

都留市議
会
行政視察
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（
1
）
概
要

　
地
区
の
主
要
施
設
で
あ
る
公
民
館

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し

て
、
住
民
が
利
用
し
て
い
る
が
、
築
50

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
や
新
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
浸

水
想
定
区
域
に
立
地
し
、
避
難
所
と
し

て
の
使
用
が
出
来
な
い
た
め
、
早
期
移

転
の
必
要
が
あ
る
。

　
移
転
先
を
、
広
大
な
敷
地
を
有
す
る

市
園
芸
セ
ン
タ
ー
と
し
、
公
立
図
書
館

を
加
え
た
複
合
施
設
、
道
路
、
公
園
、

余
剰
地
の
利
活
用
等
整
備
・
運
営
を
官

民
が
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
し
て

い
る
。

事

業

費
：
約
31
億
円

事
業
期
間
：
令
和
4
年
6
月
か
ら
　
　

　
　
　
　
　 

令
和
22
年
3
月

（
2
）
質
疑

　
　
当
初
の
計
画
か
ら
7
年
が
経
過
し

て
い
る
が
、
社
会
情
勢
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
な
ど
、
様
々
な
要
因
を
踏
ま
え
る

中
、
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
人
口
減
少
が
最
も
激
し
い
。
計
画

当
初
の
目
標
が
20
年
間
で
公
共
施
設
を

30
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
人
口
減
少
の
こ
と
を
考
え
る
と
目

標
達
成
は
危
う
い
状
態
。
当
面
は
今
の

目
標
で
進
め
、
令
和
10
年
に
社
会
情
勢
、

進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行

う
。

　
　
P
F
I
事
業
者
を
募
集
す
る
に
あ

た
っ
て
の
取
り
組
み
な
ど
は
。

　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
や
事
業
者

の
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
検
証
し
て

い
る
。
図
書
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、
民
間
事
業
所

や
老
人
関
係
施
設
、
保
育
所
な
ど
に
幅

を
広
げ
て
こ
の
地
区
を
い
い
形
で
整
備

し
、
魅
力
あ
る
P
F
I
事
業
に
な
っ
た

と
は
思
っ
て
い
る
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
安
定
的
な

財
政
を
保
っ
て
い
く
た
め
の
「
市
の
公

共
施
設
の
削
減
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
」
の
考
え
は
。

　
　
ま
ず
は
一
つ
目
に
既
存
施
設
の
転

用
を
、
二
つ
目
に
複
合
化
を
検
討
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

（
3
）
考
察

○
平
時
の
利
用
促
進
を
す
る
こ
と
が
、

緊
急
時
の
場
所
の
認
知
や
市
民
の
避
難

行
動
に
も
繋
が
る
。
そ
の
た
め
に
も
通

常
時
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策

を
考
え
、
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
良
い
。

○
支
所
機
能
や
公
民
館
機
能
な
ど
の
公

共
機
能
に
飲
食
店
や
買
い
物
が
で
き
る

機
能
、
公
園
や
病
院
な
ど
の
癒
し
・
安

全
機
能
な
ど
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
場
所
に
行
け
ば
何
で
も
揃
っ
て
い

る
、
一
カ
所
で
用
が
足
り
る
、
そ
ん
な

施
設
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
概
要

・
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄

型
の
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
⇩

3
R
（
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
デ
ュ
ー
ス
）
の
推
進

・
1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
の
総
排
出

量
を
令
和
13
年
度
に
は
8
4
0
ｇ

（
令
和
4
年
9
5
9
ｇ
）
を
目
標
値

と
し
て
い
る
。

・
ご
み
を
減
ら
す
必
要
性
と
し
て
、
次

の
3
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

1
　
環
境
問
題
（
ご
み
を
燃
や
し
た
と

き
に
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
地

球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
。
）

2
　
施
設
の
寿
命
（
焼
却
す
る
ご
み
の

減
量
は
、
施
設
（
焼
却
場
、
埋
立

地
）
の
長
寿
命
化
に
つ
な
が
る
。
）

3
　
ご
み
処
理
経
費
（
ご
み
処
理
（
収

集
運
搬
、
処
分
）
の
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
⇩
L
I
N
E

を
活
用
し
た
ご
み
の
分
別
方
法
や
収

集
日
を
簡
単
に
調
べ
る
仕
組
み
の
提

供
。

（
2
）
質
疑

　
　
資
源
ご
み
拠
点
回
収
の
事
業
内
容

と
成
果
は
。

　
　
市
内
2
か
所
に
資
源
ご
み
拠
点
回

収
施
設
を
設
置
し
、
年
末
年
始
を
除
き

24
時
間
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
令
和
4
年
度
は
、全
体
の
47
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
の
施
設
で
回
収
し
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
あ
た
り
、

苦
慮
し
た
点
は
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
分
別
の
方
法
が
変

わ
っ
た
時
が
、一
番
大
変
（
周
知
、対
策
、

指
導
、
徹
底
）
で
あ
っ
た
。

（
3
）
考
察

○
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収
施
設
の
設
置

や
L
I
N
E
を
使
用
し
た
「
ご
み
分
別

ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
本
市

で
も
実
施
で
き
る
。

（
1
）
概
要

令
和
５
年
度 

萩
市
学
校
教
育
基
本
方
針

ふ
る
さ
と
萩
を
誇
り
と
し
、
高
い

志
を
抱
き
、
人
や
社
会
と
積
極
的

に
関
わ
る
子
ど
も
の
育
成

令
和
５
年
度
　
児
童
生
徒
数

　
小
学
生
　
1
千
5
2
7
名
　

　
中
学
生
　
8
7
8
名

 

（
10
年
前
よ
り
小
学
生
約
6
0
0
名
、

　 

中
学
生
約
3
0
0
名
減
）

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
成
果
と
課
題

﹇
成
果
﹈

・
合
同
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
、
中

学
部
教
員
に
よ
る
乗
り
入
れ
授
業
、

高
学
年
児
童
参
加
等
に
よ
る
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
・
軸
が
ぶ
れ
な
い
指
導
に
よ
る
、
生
活

規
律
・
学
習
規
律
の
定
着

・
一
貫
し
た
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
に
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
や
愛
着
の
高
ま
り

・
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
や
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
、
自
己
有
用
感
の
高
ま

り
・
幅
広
い
異
年
齢
集
団
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の

育
成

・
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
小
中
の
垣
根
を
超
え
た
教
職
員

の
意
識
の
向
上
な
ど

﹇
課
題
﹈

・
高
学
年
児
童
の
リ
ー
ダ
ー
性

・
学
校
文
化
の
違
い

　
※
小
中
の
垣
根
を
と
っ
て
い
く
こ
と

　
　 

が
カ
ギ

（
2
）
質
疑

　
　
市
内
全
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
校

と
し
た
理
由
は
。

　
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
著
し
く
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
不
登
校
や
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
、
生
活
規
律
の
育
成
や
学
力

向
上
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
も
多
く

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
地
域
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
の
推
進
を
望

む
地
域
の
思
い
と
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
中
の
つ
な

が
り
や
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
教
育

活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
萩
市
の
学
校
教
育
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
、
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
上
で
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
小
中

一
貫
教
育
の
視
点
や
小
中
の
つ
な
が
り

の
視
点
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
3
）
考
察

○
小
中
一
貫
校
の
導
入
に
は
、
大
変
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
検
証

し
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

○
学
校
を
地
域
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
都
留
市
と
し
て
学
校
を
考
え
る

形
に
し
、
都
留
市
で
し
か
出
来
な
い

「
教
育
首
都
つ
る
」
な
ら
で
は
の
、

各
学
校
に
特
色
を
持
た
せ
た
学
校
の

構
築
を
目
指
せ
な
い
か
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問

問

答

答

機
関
及
び
主
要
通
学

路
へ
の
設
置
の
考
え

は
あ
る
か
。 

都
留
第
一
中

問答

下関市での視察の様子

安岡地区複合型施設整備事業　全体配置図

複
合
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

研
修
内
容

1

　令
和
5
年
7
月
26
日
（
水
）

〜
山
口
県
下
関
市
〜

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て

研
修
内
容

2

　令
和
5
年
7
月
27
日
（
木
）

〜
山
口
県
宇
部
市
〜

都留市議会議員行政視察
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を
活
用
し
た
ご
み
の
分
別
方
法
や
収

集
日
を
簡
単
に
調
べ
る
仕
組
み
の
提

供
。

（
2
）
質
疑

　
　
資
源
ご
み
拠
点
回
収
の
事
業
内
容

と
成
果
は
。

　
　
市
内
2
か
所
に
資
源
ご
み
拠
点
回

収
施
設
を
設
置
し
、
年
末
年
始
を
除
き

24
時
間
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
令
和
4
年
度
は
、全
体
の
47
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
の
施
設
で
回
収
し
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
あ
た
り
、

苦
慮
し
た
点
は
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
分
別
の
方
法
が
変

わ
っ
た
時
が
、一
番
大
変
（
周
知
、対
策
、

指
導
、
徹
底
）
で
あ
っ
た
。

（
3
）
考
察

○
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収
施
設
の
設
置

や
L
I
N
E
を
使
用
し
た
「
ご
み
分
別

ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
本
市

で
も
実
施
で
き
る
。

（
1
）
概
要

令
和
５
年
度 

萩
市
学
校
教
育
基
本
方
針

ふ
る
さ
と
萩
を
誇
り
と
し
、
高
い

志
を
抱
き
、
人
や
社
会
と
積
極
的

に
関
わ
る
子
ど
も
の
育
成

令
和
５
年
度
　
児
童
生
徒
数

　
小
学
生
　
1
千
5
2
7
名
　

　
中
学
生
　
8
7
8
名

 

（
10
年
前
よ
り
小
学
生
約
6
0
0
名
、

　 

中
学
生
約
3
0
0
名
減
）

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
成
果
と
課
題

﹇
成
果
﹈

・
合
同
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
、
中

学
部
教
員
に
よ
る
乗
り
入
れ
授
業
、

高
学
年
児
童
参
加
等
に
よ
る
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
・
軸
が
ぶ
れ
な
い
指
導
に
よ
る
、
生
活

規
律
・
学
習
規
律
の
定
着

・
一
貫
し
た
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
に
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
や
愛
着
の
高
ま
り

・
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
や
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
、
自
己
有
用
感
の
高
ま

り
・
幅
広
い
異
年
齢
集
団
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の

育
成

・
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
小
中
の
垣
根
を
超
え
た
教
職
員

の
意
識
の
向
上
な
ど

﹇
課
題
﹈

・
高
学
年
児
童
の
リ
ー
ダ
ー
性

・
学
校
文
化
の
違
い

　
※
小
中
の
垣
根
を
と
っ
て
い
く
こ
と

　
　 

が
カ
ギ

（
2
）
質
疑

　
　
市
内
全
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
校

と
し
た
理
由
は
。

　
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
著
し
く
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
不
登
校
や
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
、
生
活
規
律
の
育
成
や
学
力

向
上
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
も
多
く

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
地
域
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
の
推
進
を
望

む
地
域
の
思
い
と
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
中
の
つ
な

が
り
や
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
教
育

活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
萩
市
の
学
校
教
育
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
、
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
上
で
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
小
中

一
貫
教
育
の
視
点
や
小
中
の
つ
な
が
り

の
視
点
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
3
）
考
察

○
小
中
一
貫
校
の
導
入
に
は
、
大
変
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
検
証

し
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

○
学
校
を
地
域
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
都
留
市
と
し
て
学
校
を
考
え
る

形
に
し
、
都
留
市
で
し
か
出
来
な
い

「
教
育
首
都
つ
る
」
な
ら
で
は
の
、

各
学
校
に
特
色
を
持
た
せ
た
学
校
の

構
築
を
目
指
せ
な
い
か
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

答 問問

問

問

答

答

答

宇部市リサイクルプラザでの視察の様子

先
人
の
教
え
を
い
か
し
た

志
教
育
、小
中
一
貫
校
に

つ
い
て

研
修
内
容

3

　令
和
5
年
7
月
28
日
（
金
）

〜
山
口
県
萩
市
〜

都留市議
会
行政視察
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（
1
）
概
要

　
地
区
の
主
要
施
設
で
あ
る
公
民
館

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し

て
、
住
民
が
利
用
し
て
い
る
が
、
築
50

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
や
新
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
浸

水
想
定
区
域
に
立
地
し
、
避
難
所
と
し

て
の
使
用
が
出
来
な
い
た
め
、
早
期
移

転
の
必
要
が
あ
る
。

　
移
転
先
を
、
広
大
な
敷
地
を
有
す
る

市
園
芸
セ
ン
タ
ー
と
し
、
公
立
図
書
館

を
加
え
た
複
合
施
設
、
道
路
、
公
園
、

余
剰
地
の
利
活
用
等
整
備
・
運
営
を
官

民
が
連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
し
て

い
る
。

事

業

費
：
約
31
億
円

事
業
期
間
：
令
和
4
年
6
月
か
ら
　
　

　
　
　
　
　 

令
和
22
年
3
月

（
2
）
質
疑

　
　
当
初
の
計
画
か
ら
7
年
が
経
過
し

て
い
る
が
、
社
会
情
勢
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
な
ど
、
様
々
な
要
因
を
踏
ま
え
る

中
、
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
人
口
減
少
が
最
も
激
し
い
。
計
画

当
初
の
目
標
が
20
年
間
で
公
共
施
設
を

30
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
人
口
減
少
の
こ
と
を
考
え
る
と
目

標
達
成
は
危
う
い
状
態
。
当
面
は
今
の

目
標
で
進
め
、
令
和
10
年
に
社
会
情
勢
、

進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行

う
。

　
　
P
F
I
事
業
者
を
募
集
す
る
に
あ

た
っ
て
の
取
り
組
み
な
ど
は
。

　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
や
事
業
者

の
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
検
証
し
て

い
る
。
図
書
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、
民
間
事
業
所

や
老
人
関
係
施
設
、
保
育
所
な
ど
に
幅

を
広
げ
て
こ
の
地
区
を
い
い
形
で
整
備

し
、
魅
力
あ
る
P
F
I
事
業
に
な
っ
た

と
は
思
っ
て
い
る
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
安
定
的
な

財
政
を
保
っ
て
い
く
た
め
の
「
市
の
公

共
施
設
の
削
減
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
」
の
考
え
は
。

　
　
ま
ず
は
一
つ
目
に
既
存
施
設
の
転

用
を
、
二
つ
目
に
複
合
化
を
検
討
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

（
3
）
考
察

○
平
時
の
利
用
促
進
を
す
る
こ
と
が
、

緊
急
時
の
場
所
の
認
知
や
市
民
の
避
難

行
動
に
も
繋
が
る
。
そ
の
た
め
に
も
通

常
時
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策

を
考
え
、
取
り
入
れ
た
ほ
う
が
良
い
。

○
支
所
機
能
や
公
民
館
機
能
な
ど
の
公

共
機
能
に
飲
食
店
や
買
い
物
が
で
き
る

機
能
、
公
園
や
病
院
な
ど
の
癒
し
・
安

全
機
能
な
ど
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
場
所
に
行
け
ば
何
で
も
揃
っ
て
い

る
、
一
カ
所
で
用
が
足
り
る
、
そ
ん
な

施
設
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
概
要

・
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄

型
の
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
⇩

3
R
（
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
デ
ュ
ー
ス
）
の
推
進

・
1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
の
総
排
出

量
を
令
和
13
年
度
に
は
8
4
0
ｇ

（
令
和
4
年
9
5
9
ｇ
）
を
目
標
値

と
し
て
い
る
。

・
ご
み
を
減
ら
す
必
要
性
と
し
て
、
次

の
3
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

1
　
環
境
問
題
（
ご
み
を
燃
や
し
た
と

き
に
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
地

球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
。
）

2
　
施
設
の
寿
命
（
焼
却
す
る
ご
み
の

減
量
は
、
施
設
（
焼
却
場
、
埋
立

地
）
の
長
寿
命
化
に
つ
な
が
る
。
）

3
　
ご
み
処
理
経
費
（
ご
み
処
理
（
収

集
運
搬
、
処
分
）
の
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
⇩
L
I
N
E

を
活
用
し
た
ご
み
の
分
別
方
法
や
収

集
日
を
簡
単
に
調
べ
る
仕
組
み
の
提

供
。

（
2
）
質
疑

　
　
資
源
ご
み
拠
点
回
収
の
事
業
内
容

と
成
果
は
。

　
　
市
内
2
か
所
に
資
源
ご
み
拠
点
回

収
施
設
を
設
置
し
、
年
末
年
始
を
除
き

24
時
間
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
令
和
4
年
度
は
、全
体
の
47
パ
ー

セ
ン
ト
を
こ
の
施
設
で
回
収
し
た
。

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
あ
た
り
、

苦
慮
し
た
点
は
。

　
　
法
改
正
に
よ
り
分
別
の
方
法
が
変

わ
っ
た
時
が
、一
番
大
変
（
周
知
、対
策
、

指
導
、
徹
底
）
で
あ
っ
た
。

（
3
）
考
察

○
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収
施
設
の
設
置

や
L
I
N
E
を
使
用
し
た
「
ご
み
分
別

ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
本
市

で
も
実
施
で
き
る
。

（
1
）
概
要

令
和
５
年
度 

萩
市
学
校
教
育
基
本
方
針

ふ
る
さ
と
萩
を
誇
り
と
し
、
高
い

志
を
抱
き
、
人
や
社
会
と
積
極
的

に
関
わ
る
子
ど
も
の
育
成

令
和
５
年
度
　
児
童
生
徒
数

　
小
学
生
　
1
千
5
2
7
名
　

　
中
学
生
　
8
7
8
名

 

（
10
年
前
よ
り
小
学
生
約
6
0
0
名
、

　 

中
学
生
約
3
0
0
名
減
）

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
成
果
と
課
題

﹇
成
果
﹈

・
合
同
の
学
校
行
事
や
教
育
活
動
、
中

学
部
教
員
に
よ
る
乗
り
入
れ
授
業
、

高
学
年
児
童
参
加
等
に
よ
る
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
・
軸
が
ぶ
れ
な
い
指
導
に
よ
る
、
生
活

規
律
・
学
習
規
律
の
定
着

・
一
貫
し
た
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
に
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
や
愛
着
の
高
ま
り

・
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
や
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
、
自
己
有
用
感
の
高
ま

り
・
幅
広
い
異
年
齢
集
団
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の

育
成

・
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
小
中
の
垣
根
を
超
え
た
教
職
員

の
意
識
の
向
上
な
ど

﹇
課
題
﹈

・
高
学
年
児
童
の
リ
ー
ダ
ー
性

・
学
校
文
化
の
違
い

　
※
小
中
の
垣
根
を
と
っ
て
い
く
こ
と

　
　 

が
カ
ギ

（
2
）
質
疑

　
　
市
内
全
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
校

と
し
た
理
由
は
。

　
　
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
著
し
く
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
不
登
校
や
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
、
生
活
規
律
の
育
成
や
学
力

向
上
等
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
も
多
く

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
地
域
に
対
す
る

誇
り
と
愛
着
を
育
む
教
育
の
推
進
を
望

む
地
域
の
思
い
と
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
小
中
の
つ
な

が
り
や
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
教
育

活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
萩
市
の
学
校
教
育
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
は
、
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
上
で
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
小
中

一
貫
教
育
の
視
点
や
小
中
の
つ
な
が
り

の
視
点
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
3
）
考
察

○
小
中
一
貫
校
の
導
入
に
は
、
大
変
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
検
証

し
導
入
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

○
学
校
を
地
域
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
都
留
市
と
し
て
学
校
を
考
え
る

形
に
し
、
都
留
市
で
し
か
出
来
な
い

「
教
育
首
都
つ
る
」
な
ら
で
は
の
、

各
学
校
に
特
色
を
持
た
せ
た
学
校
の

構
築
を
目
指
せ
な
い
か
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問

問

答

答

機
関
及
び
主
要
通
学

路
へ
の
設
置
の
考
え

は
あ
る
か
。 

都
留
第
一
中

問答

下関市での視察の様子

安岡地区複合型施設整備事業　全体配置図

複
合
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

研
修
内
容

1

　令
和
5
年
7
月
26
日
（
水
）

〜
山
口
県
下
関
市
〜

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て

研
修
内
容

2

　令
和
5
年
7
月
27
日
（
木
）

〜
山
口
県
宇
部
市
〜

都留市議会議員行政視察



　
最
近
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
が
目
覚
ま
し

く
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
日
本
代
表
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
権
を
獲
得
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
卓
球
、
水
泳
、
さ
ら
に

は
大
谷
翔
平
選
手
の
米
国
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
と
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明

る
い
話
題
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
９
月
定
例
会
で
は

決
算
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
議
会

議
員
と
し
て
最
も
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
し
て
の
決
算
審
議
を
行
い
、
令
和

４
年
度
の
予
算
執
行
が
適
正
で
あ
っ
た

か
を
議
論
し
ま
し
た
。
二
元
代
表
制
の

も
と
、
執
行
部
に
対
す
る
議
会
か
ら
の

厳
し
い
意
見
を
含
め
た
質
疑
も
多
く
、

厳
正
な
審
議
と
な
り
、
早
く
も
来
年
３

月
の
予
算
特
別
委
員
会
が
楽
し
み
で
あ

り
ま
す
。

　
都
留
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の

福
祉
の
向
上
と
市
の
発
展
の
た
め
今

後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
編
集
委
員
　
小
林
　
健
太

都留市議会
TEL 0554-43-1111   E-mail : gikai@city.tsuru.lg.jp

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
日
向
　
美
徳

副
委
員
長
　
小
林
　
健
太

委
　
員
　
国
田
　
正
己

委
　
員
　
小
澤
　
　
眞

委
　
員
　
志
村
　
武
彦

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　本年４月にオープンした都留文科大学THMC（Tsuru 

Humanities Center）にて新たに整備された豊富な種

類のデジタル機材をツールに、都留市で生活する様々な

人々を繋ぎ、共通の体験を味わうアクティビティができる

のではないかと考えます。デジタル化が加速化する現在、

このような設備が身近にあることは非常に重要だと思い

ます。大学を拠点に、多様な背景、人生経験、ライフスタ

イルを持つ都留の人々や日常生活では接することの少な

い世代との交流をしていけたらと思います。

THMC×市民×デジタル

都留文科大学
文学部国際教育学科
2年

今井　有夏さん

　選挙は民主主義の基盤であり、市民の政治に対する意

見を反映させる肝要な手段です。都留市では、年々若年

層の人口減少が顕著化しており、高齢化には拍車が掛

かっています。そのため、私たち若年層には、いかに積極

的に意見を表明していくかが問われています。選挙に参

加することだけでなく、政治に着目し、主権者としての自

覚を持つことも重要な役割の一つではないでしょうか。

政治への関心が希薄化する現代社会の中で、決して「無

関係」とならない政治に、これからも真摯に向き合ってい

きたいと思います。

若者と政治

都留文科大学
教養学部学校教育学科
4年

新東　一樹さん

22

12月定例会日程（予定）

　　●開　　会  12月 ６日（水）
　　●代表質問  12月18日（月）
　　●一般質問  12月19日（火）
　　●閉　　会  12月22日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●12月１日（金）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　10月7日（土）宝小学校グラウンドにおいて、宝保育所運動会が開か
れました。新型コロナウイルス感染症の5類移行を受け、宝保育所では
４年ぶりに入場制限の無い運動会を開催することができました。
　運動会当日はお天気にも恵まれ、爽やかな秋空のもと、多くのご家
族様やご来賓の皆様に見守られる中、園児たちはこれまで一生懸命
練習してきた演目をみんなで力を合わせて元気いっぱいに披露しま
した。


